
　○勝福寺沿革所見

　２度の火災から残った乏しい残欠書類と伝聞によって整理された縁起と系譜から察すれば、この寺はもと天

南谷｢字寺屋敷｣
台宗寺で、羽合町南谷にあったらしく、つまり、７００年前の正嘉２年東郷庄絵図にのっている寺が、当時無

に移転したこと
住となっていたものかも知れない。そこが今の南谷村字寺屋敷という地名となっており、五輪や法筐印塔、また石仏などが遺っており、一字一石EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にょほう),如法)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くよう),供養)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いしごろ),石塊)も出土したと記されている。如法供養遺跡があるということで有名なところは、一ノ宮経塚・大日寺の経瓦遺跡であることは現在周知のことであり、その他この近辺では九品寺の一字一石塔（鐘楼の後ろにある）、国坂の大師堂境内、倉吉市長坂、三朝町山田荘厳寺跡などで、山田遺跡の経筒中には、「天福元年（１２３３、北条時宗の時）奥書の法華教の写経紙」さえ残っていた。いずれも天台か真言かの台密教遺跡である。したがって南谷にあったという勝福寺も、鎌倉・室町時代の寺名はわからないが、いずれ天台宗寺であったことは、そこに台教の寺遺跡があったこと、一ノ宮神宮寺や慶相寺が天台宗であった周囲の事情から推してまちがいなかろう。
開基｢正永｣のこと
　勝福寺開基正永年代不明とあるが、「山根村願正寺改＝取調べのことか」の際、本尊阿弥陀如来お迎えの周旋をしたらしく、その譲り書に、勝福寺正永と教正の名が出ていることと、教正が文禄三甲午歳二月四日寂と系譜にあることから、正永在世は元亀・天正のころ、本願寺顕如・準如在世のころで、ちょうど文禄３年に西本願寺が創立した年に教正が亡くなっている。したがって正永もそのころの人であるとみてよい。教正の代に本

長瀬観音堂に祀ら
格的に真宗に入信したものと思われるが、この入信にあたって、南谷の天台宗にあった古木仏像が、長瀬村観

れている木像のこ
音堂に祀ってあるように世代書（系譜）序文にみえている。しかし、一木彫であり、室町末期よりは古く、む

と
しろ条里制機構内にあった字寺屋敷にあったものと考えられ、古い時代の古廃仏であろう。

　勝福寺は創立以来１５０年ばかりは、何事もなく教勢が拡張されていったようであるが、享保７年と嘉永７年に２回も火災にかかっている。
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第１回の大火
　第１回の大火＝享保７年（１７２２）本堂・庫裡・鐘楼・書類・過去帳焼失、これで創立当時の詳細な事情がわからなくなり、言い伝えを記録に残す程度になったものらしい。
第２回の大火
　第２回の大火＝享保７年の大火から１３２年後の嘉永７年（１８５４）５月２０日又々大火があり、本堂・庫裡・鐘楼・門・屏覆・書類過去帳など丸焼けとなった。出火の事情は不明であるが、民家も同時に６０戸も全焼するという大火であった。この年は安政元年と改元された年で、安政２～３～４年度につぐ全国的地震のあった年で、関西特に大阪・但馬の被害はひどく、大阪湾には大津波が襲来して被害をいっそう大きくした。（谷田伊三郎記録）因伯地方にも影響があった。


　―安政とおもいのほかの大地震、こんなことならかええ（嘉永）でもよし―

とひにくったのはこの時のことである。


　勝福寺の第２回目の大火は、こんな年におこったのである。しかも、この本堂復興用材を集めているとき、
藩命により用材提
藩命により用材を提供せねばならぬ破目になったという。何のための強制であるか分からぬが、橋津御倉の新
供を命ぜられ、再
倉に「嘉永」というのがあった筈であるから、この年の納米期までに増築を間にあわせるため、藩が強制手段
建の遅れた経過
に出たものとも思われる。長瀬農民にとっては、あまり年のよくないのに加えて信仰の中心である寺の用材徴発と、泣きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つら),面)に蜂で、これで再建はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とんざ),頓挫)した。６年後の長瀬一揆で集合したときの勝福寺は、未再建の仮堂であったのであろう。本格的再建は、明治７年観幢の代になってからである。ちょうどそのころ、米子城主で筆頭家老の荒尾但馬守の菩提寺鳥取顕功寺が廃寺となっていたのを、当時の時価３９５円で買取り、その年の１２月に上棟した。（いまの時価では、２００万円位に相当するか。）
